
高等女子教育の理念 と

宗教的基礎問題

金 子 日 威

目 次

1.緒 言

2.日 本民族の伝統的女性観

3.仏 教の女性観

4.日 蓮聖人の婦人観 とその特色

5.高 等女子教育の根本理念

6.道 徳教育の支柱 となるべき宗教々育に

ついて

7.結 語

(1)緒 言

一般 に高校から大学へかけての女子高等教育

については、教育者の立場で一応 その基本方針

が打ちたてられているわけであるが、それも教

育実施 についての実際面のことに限られ、特に

宗教心の涵養 とか、芸術的情操の教育 とかいう

特色のある問題 ともなれば、必ずしも充分の用

意がなされているわけではないと思われる。

教育の根本理念からいえば、如何 に専門的分

野の教育 と雖 も、単 に学問的知識や実際的技術

の習得だけで事が終 るものではない。より根本

的には人格の陶冶 こそ肝要の眼目であ り、教育

は終始一貫 してこの目標 を完遂するところにあ

ると称 しても過言ではない。

しかも、宗教 ・芸術の如 き特殊的分野に於い

ては、一般教育に付け加 えるべ き何物かがなけ

れば、教育の成果 も充分 に挙げられるものでは

ない。そのプラス ・アルファとは、必ずしも技

術的なものには限 らないであろう。特に、その

学園が宗教的背景 と無関係ではあり得ない場合

教育実施 に当っての技術的方面が微妙な問題を

胎むことになるだろう。

概 して宗教的信条 を建学の精神 としている大

学においても、一般に解放 された学園として宗

派的に個性化することには限界があるべきもの

だと考 えるし、宗教々育 に熱中するのあまり、学

生に特殊 な信仰 を強要するが如きことがあって

はならないと思う。宗門とは全 く関係のない子

女 も学生の中にはいるのであるか ら、宗派的理

念によって教育の方針が樹立されることがあっ

たとしても、宗教信仰の形式まで も露骨 に取 り

入れ ることには問題があろうと思われる。そこ

には一般男子の教育機関 と違 って、問題 は多岐

に亘るものがあるであろう。

教育 とは、人間完成 を目ざす一つの過程 とし

て見なければならぬ。

只、教育方針が月並的で低次のむのであれば

学生 もそれに相当 して現実本位 にならざるを得

ないし、これに情操的高次の何物かが加 えられ

ればその成果 もおのずから相違 し、学生のスタ

イル も特色あるもの となるであろう。宗教的信

条を建学の精神 とする大学が如何なる教育理念

に準則 して所期の目的達成 に進 むべ きか、明白

なようでいなが ら、教師 として実際の衝 に当っ

て見ると、甚だ明瞭 を欠いていることがある。

この論攻は、女子高等教育に関係あるもの と

しては聊 か緊張 し過 ぎた嫌いがなくもないが、

わが民族の歴史がどのように女子その ものを見
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て来 た か を顧 み る と共 に 、且 つ 又 、 日蓮 宗 を も

含 め て仏 教 の女 性 観 が どの よ うな もの で あ っ た

か に触 れ 、現 今 に お け る宗 教 々育 の 問 題 を再 考

して見 た い と思 っ た次 第 で あ る。

(2)日 本民族ρ伝統的女性観

わ が祖 先 に 当 る民 族 は 、女 子 一 般 に対 して 必

ず し も軽 侮 の 念 を以 て 見 て い な い。 しか も或 る

場 合 に は 、 男 子 よ り も強 力 な ちか ら を持 つ もの

と して優 位 の 地 位 を附 与 して い る とこ ろ は 、世

界 各 地 の宗 教 と大 い に異 っ た もの が あ る と思 わ

れ る。

こ れ を古 代 史 の 研 究 家 は 、 口 を揃 え た よ うに

母 系 社 会 の 必 然 性 と見 る如 くで あ るが 、 で は何

故 、 母 系 を中 心 と した生 活環 境 が 成 立 した の か

とい う根 底 に あ る問 題 に は触 れ な い。 狩 猟 本 位

の 原 始 社 会 か ら農 業 本 位 の生 活様 式 へ と移 行 し

なが ら、太 古 の 人 々 は猶 且 つ母 系 社 会 時 代 の思

想 観 念 を連 綿 と して享 け継 い で い たの は何 故 か

と考 え る と き に、 社 会 環 境 と生 活様 式 を そ の 原

因 と・しか 見 な い科 学 的 考 察 の み で は、 この 謎 は

解 け な い で あ ろ う。 女 子 を優 位 と見 る観 念 が古

代 社 会 に あ っ た こ とは天 照大 神 を中 心 と した高

天 原 神 話 に 、 母 系 中心 の思 想 の 片鱗 が 明 らか に

窺 わ れ る こ とに よ っ て も否定 出 来 な い。

日本 人 が フエ ミニ ス トで あ るわ けで は な い が

神 代 とい わ れ た時 代 の 祖 先 は 、精 神 的 な面 か ら

女 性 の地 位 を高 く評 価 して い た。 只 、 こ こ に精

神 的 とい っ て も、 知 能 的 とい う意 味 で は な い。

その 優 しさ とか 、柔 らか さ とい う如 き外 面 か ら

の 観 察 に よ って 分 る と こ ろの もの だ け で な く、

何 か し ら霊 的 に包 容 す る と こ ろの特 質 を そ こ に

見 た 。 男性 は寧 ろ包 まれ る もの に相 当 した。 こ

の よ う に包 容 性 を特 長 とす る女 性 は、 子 孫 に対

す る祖 先 とそ の地 位 を均 し く した の で あ る。 子

孫 は祖 先 に よ っ て 包 まれ る もの で あ り、 この よ

う な相 関 関 係 が 男 女 の 問 に もあ るの だ とい う

認 識 で あ っ た。 男性 は働 くもの で あ り、 女 性 は

働 か しめ る もの とい う関係 が 両 者 の 間 に あ る も

の と見 て、 しか もこ れ を子 孫 と祖 先 との 関 係 と

同一 視 した。 但 し、 これ は 飽 くま で精 神 面 で の

こ とで あ り、社 会 的 地 位 に関 す る事 柄 で は な い。

ま た、 個 人 の 家 庭 を見 て よ く考 え て 見 て も、

男性 は社 会 的 地 位 を握 って 主 導 権 を持 っ が 、 そ

れ は 外 形 か ら見 た場 合 の こ と で、 家 庭 の 内 部 に

あ って は、 主 人 よ り も主 婦 の 方 が 家 庭 を動 か し

て い る。 外 形 か らい うの で な しに 、精 神 的 な繋

り を見 て そ う い え る の で あ る。 家 庭 の 主 導権 は

寧 ろ女 性 の側 に あ る の だ と も い え よ う。 山 の 神

とい う最 も位 の 高 い主 導 権 の 逆鱗 に触 れ た ら、

家 庭 内 の 平 和 は木 ッ葉 微 塵 で あ る。 霊 的 に 見 た

女 性 の地 位 は、 この 意 味 で 甚 だ 微 妙 な もの が あ

る とい碇 るだ ろ う。

'

尚 、 男尊 女 卑 の傾 向 は 、 か な り古 い時 代 か ら

世 界 の 各 地 に見 られ た もの で 、 洋 の 東 西 に お い

て も、何 等 区 別 され る と こ ろ を見 な い程 、一 般 的

な もの で あ っ たが 、 叙 上 の考 察 か ら特 に強 調 し

た い 日本 思 想 の 特 色 を い え ば 、 一 面 に お い て女

尊 男卑 の傾 向 も見 られ た とい う こ と で あ る。 し

か も、 それ が 時 代 の 区 分 に よ って 消 長 して い る

の で は な く、 同 時 同 処 に存 在 した と い う事 実 に

着 目 し な けれ ば な ら な い。 そ して 又 、 同時 同処

に あ り得 た と い う相 反 的 な 二 つ の傾 向 は 、 そ の

一 っ が社 会 的 表 面 か ら の もの で あ っ たの に対 し

今 一 つ は精 神 的 内 面 か らの もの で あ っ た こ と を

対 照 し た場 合 、 わ が 民 族 の祖 先 が 極 め て微 妙 な

る観 点 か ら男女 両性 の 本 質 を捉 え得 て い た こ と

に 、一 驚 せ ざ る を得 な い の で あ る。

法 律 的 な平 等論 を一 般 的 に両 性 の 上 に適 用 す
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るが 如 き謬 れ る デ モ ク ラ シー 思 想 は 、 日本 の 古

典 を忠 実 に見 直 す こ と に よ っ て 匡正 さ れ ね ば な

らぬ もの で あ ろ う。

(3)仏 教の女性観
丶

原始 仏 教 の教 団 で は、 女 性 一 般 に対 して 高 い

地 位 を与 え て い な い こ とは周 知 の通 りで あ る。

比 丘僧 の 二 百 五 十 戒 に対 して 、比 丘 尼 の 五 百 戒

が計 上 さ れ て い たの は 、過 当 で はあ る ま い か と

の世 評 も しば し ば あ っ た が 、 この 時代 の イ ン ド

で は 男尊 女 卑 が 通 念 で あ っ た し、 ま た初 期 の 教

団 を厳 正 に 維 持 す る必 要 か ら課 せ られ た戒 律 で

は な か っ た か と弁 護 す る向 も あ る。然 りとす れ ば

仏 道 修 行 に 何 か と障 碍 が 多 く、 比 丘 僧 の 堕 落 に

も無 関 係 で は な い と見 られ た 比 丘 尼 を強 く規 制

した の は 、 男 僧 側 の便 宣 主義 に よ っ た もの と見

られ るわ け で、 修 行 の妨 害 とな る意 味 か ら女 性

の 入 団 を容 易 に許 さ な か っ た り、 また 入 団 して

も男僧 以上 の 戒 律 を以 て 縛 した事 情 も、 よ く分

る よ うな 気 が す る。

察 知 す る に 、初 期 の 教 団 に は教 団 特 有 の御 都

合 主 義 か ら比 丘 尼 を敬 遠 した事 情 が あ っ た で あ

ろ う こ と は想 像 に 難 くな いが 、 イ ン ド人一 般 に

女 性 蔑 視 の 思 想 が伝 統 的 に あ っ た こ と も疑 い を

容 れ な い。 そ して 、 注 意 す べ きは 、 イ ン ド人 の

思 惟 形 式 は 日本 人 の それ と も違 っ て 、 とか く一

方 的 に な り易 い とい う傾 向 が あ った こ と で あ る。

『増 一 阿 含 経 』 に
、穢 悪 ・両 舌 ・嫉 妬 ・瞋 恚 ・

無 反復 な ど とい う五 悪 を列 挙 して 、女 人 の 不 徳

を痛 烈 に批 判 しているとこ ろ が あ る。 同 経 の 五 力

・五 欲 な ど も似 た よ う な もの で あ り
、 大 小 乗 の

諸 経典 を通 じて女 性 蔑 視 の表 現 は尠 くな い。 大

乗 経典 で は 、 『華 厳 経 』 に

「女 人 は地 獄 の 使 に して 、能 く仏種 を断 ぜ

ん 。 外 面 は菩 薩 の如 くな る も、 内心 は 夜 叉

の 如 し」

とい う有 名 な句 が しば しば引 用 せ られ る。'ま

た 、女 人 の 心 は河 川 の如 くに詔 曲 で あ る とい う

句 は 、 日蓮 聖 人 も引証 され て い る。 或 は世 親 の

『往 生 論 』 に 、極 楽 世 界 は仏 の み が 在 ます 所 で

二 乗 や 根 歓 の衆 生 、乃 至 、女 人 の 如 き は い な い と

述 べ て い る と ころ は 、 浄 土 教 の主 旨 か ら も問題

と な っ た と ころ で あ る。

『法 華 経 』 の 「提 婆 品 」 に 見 え る女 人 の五 障

思 想 は 、本 経 の独 占す べ き もの で な く他 の大 乗

経 典 な どに も見 えて い る が 、只 そ の 違 う と こ ろ

は、 五 障 そ の もの が 本 経 の思 想 で は な くて 、 経

の 聴 聞 者 で あ る舎 利 弗 が曾 て の 領 解 を述 べ て 、

女 人 に は五 障 が あ る とさ れ て い るの で成 仏 は出

来 な い で あ ろ う とい うの に対 して 、本 経 の 立 場

で こ れ が 否 定 され て い る こ と で あ る。 即 ち、

「女 身 は垢穢 に して
、 是 れ 法 器 に非 ず 。 云

何 ぞ、能 く無 上 菩 提 を得 ん。 仏 道 は 懸 昿 り。

無 量 劫 を経 て 、勤 苦 して行 を積 み 、 具 さ に

諸 度 を修 して 、然 る後 に乃 ち成 ず」

と述 べ て、 女 性 の 身 と して は遂 に 、

① 梵 天 王 ② 帝 釈 天 ③ 魔 王 ④ 転 輪 聖 王

⑤ 仏 身

に は な れ な い だ ろ う と、舎 利 弗 が 問 い詰 め る

の で あ る が 、 婆竭 罹 竜 王 の 八才 に な る竜 女 が 、

この 問 い に 答 え る代 りに 、 「汝 が 神 力 を以 て 、

我 が 成 仏 を観 よ」とい っ て 、須 叟 の 間 に忽 然 と し

て 女 身 を変 じ、 男 子 とな っ て 成 仏 した。

この 変 成 男子 とい う思 想 は 『無 量 寿 経 』 に も

出 て い て 、一 般 的 な もの で あ っ たか も知 れ な い

が 、 畜 身 を改 め ず に成 仏.した とは い え、 女 身 を

男 子 に改 転 せ しめ ての 成 仏 で あ る か ら、謂 わ ば

条 件 つ きの即 身 成 仏 思 想 で 、 その 底 流 を な して

い る もの は明 らか に 男尊 女 卑 の 思 想 で あ る。
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『法 華 経
』も女 性 蔑 視 の 観 念 を充 分 に精 算 し切

って い な い こ とが諒 解 さ れ る。

しか し、法 華 経 教 学 で は巧 み に これ を会 通 し

て 、竜 女 は女 身 の ま ま で成 仏 して い るの で あ る

が 、 しか も猶 、 変 成 男子 の 姿 態 を取 っ た の は 、

その 成 仏 を他 人 に も分 らせ る ため 、 一 般 の 通 念

に従 っ て そ う した ま で の こ とだ と説 明 す る。 中

国 で は 『法 華文 句 』(天台 智 顎)に 註 釈 を加 え た

妙 薬 大 師 が 、早 く もこ の 見解 を提 示 して い るが

聊 か 解 釈 に堕 した如 き感 が せ ぬ で も な い。 日蓮

聖 人 は"一 念 三 千"と い う理 論 か ら女 人 成 仏 が

必 至 で あ る と い う こ と を、 『開 目鈔 』 で左 め如

く述 べ て い る。

「法 華 以 前 の 諸 小 乗 経 に は女 人 成 仏 を許 さ

ず 。 諸 大 乗 経 に は成 仏 ・往 生 を許 す よ うな

れ ど も、 或 は改 転 の成 仏 、 一 念 三 千 の 成 仏

に非 ざ れ ば、 有 名 無 実 の 成 仏 往 生 な りd

日蓮 教 学 の 根柢 に は 、事 の 一 念 三 千"と う思

想 が あ り、現 実 世 界 の事 象 を十 界 互 具 の 縁 起 思

想 に基 ず い て 開 顕 す る の で あ るが 、 聖 人 の 考 え

方 で は 男女 の 区 別 を選 ば ず 、 その ま まの 姿 で成

仏 が 出来 るの だ とい う窮 極 的理 想 論 に ま で到 達

さ れ て い た。 勿 論 、この 解 釈 は 妙 楽 大 師 の 系 譜

を引 く もの で 、 咨 意 的 な独 創 で は決 して な い 。

しか し、 この よ う な発 展 的解 釈 は護 教 的 立 場 か

らの もの で 、 為 め に す る解 釈 と見 られ な く もな

いが 、言 外 の 意 を論 理 的 に推 究 す れ ば 自つ と到

達 す る結 論 で あ り、中 国 の論 師 を媒 介 とせ ず と

も、 必 然的 に導 き出 され た主 張 で あ っ た ろ う。

しか も、 か か る思 想 の 渕 底 に は、 後 に本 覚 思 想

ま で生 み 出 した独 自の 日本 的 性 格 す ら窺 え る こ

とに於 い て 、 猶 更 の感 を深 くす る。

今 、五 障 思 想 を以 て 仏 教 を代 表 せ しめ 、 そ の

行 きつ く解 釈 を経 過 的 に見 たの で あ るが 、 まだ

この ほ か に 、 女 人 を罪 障 の 固 り と見 る よ う な思

想 が な い わ け で は な い 。 しか し、 仏 教 の 思 想 を

始 め イ ン ド人 の思 考 が その 段 階 に 終 っ て い た の

で は 意 味 の な い こ とで 、 日蓮 聖 人 は 一 念 三 千 の

哲 学 か ら遂 に そ の五 障 思 想 ま で を否 定 し、 す ぐ

れ た 日本 的 感 覚 を以 て 、 女 人成 仏 の 思 想 を、 そ

の行 きρ く とこ ろ まで 発 展 せ しめ た の で あ っ た。

(4)日 蓮聖人の婦人観 とその特色

しか しなが ぢ、聖 人 の女 入成 仏 思 想 に も、 条

件 が な いわ け で は な い 。 『諸 法 実 相 鈔 』 に

「末 法 に妙 法 蓮 華 経 を弘 め ん者 は
、 男 女 を

嫌 うべ か らず 、皆 、地 涌 の菩 薩 の 出 現 に非

ず ん ば、 唱 え が た き題 目 な り」

と あ る よ うに 、仏 とな れ るの は『法 華 経 』(特

に そ の 題 目)の 信 行 者 に 限 られ た の で あ っ た。

要 す る に、 本 化 の 大 教 を信 じ且 つ 行 ず る と い

う立 場 か らい え ば 、 男女 は ま さ し く平 等 の 利益

に預 るべ き もの で、 女 人 が 法 器 で な い な ど と い

う根 拠 は どこ に もな い の だ とい う主 張 を含 ん で

い る とこ ろが 重 大 で あ る。

だ が 、『法 華 経 』 の 前 に 男 女 が 同 格 で あ る とは

い っ て も、 信 仰 を媒 介 と しての み 然 か い え る こ

とで 、 無 条 件 の 悪 平 等 思 想 を述 べ て い るわ け で

は な い 。 聖 人 も亦 、 日本 在 来 の伝 統 思 想 を引 き

継 い で 、 男 女 の 地 位 をそ れ ぞ れ特 色 ず け て相 補

的 な もの に見 立 て て い る。
うっわもの

「女 人 は水 の如 し
、 器 物 に従 う」(棧 敷 女

房 御 返 事)

と称 し、 更 らに一 歩 進 め て は 、

「女 人 と成 る こ とは
、 物 に随 っ て 物 を随 う

る身 な り」(兄 弟 鈔)

と も述 べ て、 女 性 は一 般 に 男の 従 属 下 に は あ

るが 、 結 局 は男 を従 属 せ しめ る もの だ と説 明 し

て い る とこ ろ は 、 日本 的 思惟 の論 法 と軌 を一 に

(so)
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す る もの で あ る。

日蓮 聖 人 の婦 人 観 は、 民 族 の伝 統的 思 想 に立

脚 して 、極 め て端 的 に 叙 述 され る。 即 ち、 女 性

が 家 庭 に於 いて どの よ う に振 舞 うの が適 切 で あ

るか とい う こ と を 、個 々 の 女性 に 当 て られ た 消

息文 の 中 で具 体 的 に述 べ て お られ る。 曰 く、

「矢 の 走 るは
、弓 の ちか ら、雲 の 往 くこ とは 、竜

し わざ

の ちか ら、男 の 仕 業 は、女 の ちか らな り。今 、富

木 殿 の これへ 御 渡 りあ ること、尼 御 前 の御 ち か

らなり。煙 を見 れ ば火 を見 る、雨 を見 れ ば竜 を見

る、夫 を見れ ば 妻 を見る。今 、富 木 殿 に見参 仕 っ

れ ば 、 尼御 前 を見奉 る と覚 う」(富木 尼 御 書)

これは建治二年 の 春 三 月 、 富 木 胤 継 が下 総 国 か

ら身延 へ 聖 人 を訪 ね た こ とが あ り、 そ の 折 、 金

子 一 貫 文 に 酒一 筒 を添 えて供 養 せ られ た こ と に

つ い て 、 そ の行 届 い た供 養 は す べ て女 房 殿 の 心

掛 け に よ る とこ ろ と賞 讃 し、躬 ら その 礼 状 を認

め給 う た も の で あ る。

なぞ

こ の御 文 章 に 、 弓 と矢 と を妻 と夫 に擬 らえ て

い るの は 、 注 目 に 値 す る と ころ で あ ろ う。 男 の

為 す 仕 事 は 女 の 眼 に見 え な い力 に よ るの だ とい

う摂 理 が 、 この 一 文 に 簡 潔 な教 訓 と して 盛 ら れ

て い る。 聖 人 は法 華経 信 仰 に託 して 、 日本 民 族

の伝 統 的 思 惟 を活 用せ られ たの だ と も見 られ る。
たから

「女 入 は男 を財 と し
、 男 は女 人 を命 とす 」

(上 野 殿 御 返 事)

とい わ れ たの も 、極 め て簡 明 直截 の 表 現 で あ

るが 、 聖 人 は常 に 夫 婦 は一 体 で あ るべ きだ と い

う思 想 を堅 持 せ ら れ、 夫 が盗 人 な らば 妻 も また

盗 人 た るべ きだ と、 徹 底 的 に夫 婦 道 の あ り方 を

述 べ て い る とこ ろ が あ る。

「女 人 は譬 え ば藤 の ご と し
。 男 は松 の ご と

し。 須 叟 も離 れ ぬ れ ば、 立 ち上 る こ とな し」

(四 条 金 吾 殿 女 房 御 返 事)

聖 人 の 教 訓 は 、 夫 婦 一 体 と い う観 念 に 出 発 し

て 、 妻 は どこ まで も夫 に随 うべ き もの と しな が

ら、 それ が却 っ て 夫 を妻 に従 わ せ る理 想 道 で あ

る と い う とこ ろ を高調 す る如 くで あ っ た。 盗 賊

の妻 は夫 を誡 め て正 道 に戻 らせ ね ば な らぬ筈 だ

と思 わ れ るの に 、聖 人 は夫 と同 じ盗 賊 の道 を選

ばせ よ う とす る。 夫 婦 は そ こ まで 徹 底 して一 心

一 体 に な らな けれ ば い け な い と見 て い るの で あ

る。 女 房 へ の 心 掛 け は 、 すべ て この 観 点 か ら教

示 さ れ て い る。

建 治 三 年 三 月 二 日、 池 上 宗 長 公 の 夫 人 へ 遺 わ

され た消 息文 に も、 富 木 書 と同 様 の 訓 えが 述 べ

られ て い る。 曰 く、

「此 度
、 この尼 御 前 、 大 事 の 御 馬 に 乗 せ さ

せ 給 い て候 由 、承 わ り候 。 法 に過 ぎて候 御

志 か な 。 これ は 、殿 は さ る事 に て 、女 房 の

計 ら いか 」(兵 衛 志 殿 女 房 御 書)

或 る女 人 が 身 延 へ 参 詣 され た 折 、 池 上 家 の 配

慮 に よ って 乗 馬の 便 宜 を与 え られ た が 、 そ こ ま

で 気 付 い たの は恐 ら く女 房 殿 の心 遺 い で あ ろ う

とて 、聖 人 は その行 為 を嘉 賞 な され て で こ の一

書 を認 め られ た。 この 書 に は続 い て 、 釈 迦 仏 の

本 生 譚 が述 べ られ て い る が 、夫 婦 の 問 題 に関 係

が あ るの で要 点 を摘 記 す る と一 一 、

昔 、 儒 童 菩 薩 は 、五 茎 の 蓮 華 を銭 五 百 を以 て

買 い 取 り、 定 光 菩 薩 を七 日七 夜 に亘 って 、 供 養

く い

し 奉 っ た とい う。 また 瞿 夷 と名 ず くる女 人 が

あ っ て 、 二 茎 の蓮 華 を以 て 菩 薩 に供 養 して い う

に は 、 凡 夫 に であ る間 は生 々世 々 に夫 婦 と な る

べ し、 も し仏 とな らん時 は 同 時 に仏 とな るべ し

と。 こ の 誓 い の 如 く、 九 十 一 劫 の 間 、夫 婦 と な

っ た が 、 そ の 儒 童 菩 薩 とは誰 あ ろ う 、今 の釈 迦

仏 ま さ し くこれ に して 、 また そ の と きの矍 夷 と

や しゆ た ら

は 、 そ の耶 輸 多 羅 夫 人 に他 な らな い とい うの で

あ る。

そ して又 、恁 達 太 子 が檀 特 山 に 入 り給 うた と

(81)
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ま とうぎや

き に は、 帝 釈 天 が金 泥駒 とな り、摩 騰 迦 ・竺 法

蘭 が 経 を漢 土 に伝 え た と きに は 、十 羅 刹 が 化 し

て 白馬 とな っ た故 事 もあ る の で 、今 、女 房 殿 が

用 意 した この 馬 も亦 、 法 華 経 の た め な れ ば、

百 二 十年 も永 生 き を され て後 、霊 山 浄 土へ 乗 り

給 うべ き御 馬 で あ る と結 ば れ て い るが 、僅 かの

志 をか ほ どま で に 賞 め そや さ れ て 、 池上 夫 人 も

い た く感 激 さ れ た こ とで あ っ た ろ う。

聖 人が 家 庭 の 中 に 於 い て の主 婦 の地 位 が 如 何

に あ るべ きか とい う こ とにつ い て 、 明確 な思 想

を把 持 さ れ て い た こ とが 、如 上 の御 書 に よ っ て

も窺 い知 られ るが 、 今 一 つ重 要 な こ と は、 聖 人

が世 の母 親 と い う もの を、 ど う見 て お られ た か

とい うこ とで あ る。 その 代 表 的 な もの と して 、

『刑 部 左 衛 門 尉 女 房 御 返 事 』 を挙 げ る こ とが 出

来 る。

「父 母 の 御 恩 は
、今 、初 め て事 あ らた に 申

す べ きに は候 わ ね ど も、母 の御 恩 の こ と、

殊 に 心 肝 に染 み て貴 く覚 え候 」

「飛 鳥 の 子 を養 い
、地 に走 る獣 の 子 に責 め

られ候 事 、 目 も当 て られ ず 、魂 も消 え ぬ べ

く覚 え候 。 それ につ き て も、母 の 御 恩 忘 れ

が た し」

「しか る を
、親 は十 人 の 子 を ば養 え ど も子

は一 人の 母 を養 う こ とな し。 温 か な る夫 を

ば懐 きて臥 せ ど も、 こ ご え た る母 の 足 を温

む る女 房 は な し」

たと
「設 い又

、今 生 に は父 母 に孝 養 を致 す よ う

な れ ど も、後 生 の行 方 ま で問 う人 は な し。

…… 如 何 に聞 か まほ し くま しま す らん 」

「夫 れ外 典 の孝 経 に は
、唯 、今 生 の孝 の み

を訓 え て 、 後生 の行 方 を知 らず 、 身 の 病 を

癒 し て 、心 の歎 き を止 め ざ る が如 し。 … …

父母 に御 孝 養 の 意 あ らん 人 々 は 、 法 華 経 を

贈 り給 うべ し。 教 主 釈 尊 の 父母 の御 孝 養 に

は 、法 華経 を贈 り給 い て候 」1

同 書 の断 片 を長 々 と引用 した の は、 聖 人 の母

性 観 が最 も よ く表 現 さ れ て い る と思 っ た か ら に

他 な らな い。 右 に引 証 した 同 書 の 中間 に は 、子

を胎 み て の ち の母 の 苦 しみ か ら、 生 み落 して か

らの 苦 労 を克 明 に述 べ 、三 ヵ年 間 に母 の 乳 を呑

こく

む こ と一 百 八十 斛 三 升 五 合 な り と ま で い わ れ て

い る。 趣 旨 ま こ と に適 切 、 しか も読 む者 の肺 肝

に切 々 と訴 えて 来 る活 力 に 満 ち た大 文 章 で あ る。

尚 、 そ の 末尾 に、

「日蓮 が母
、 存 生 して お わ せ しに 、仰 せ候

い し事 を も、 余 りに そ む き参 らせ て候 い し

くや

か ば、今 遅 れ 参 らせ て候 が 、 あ な が ち に 悔

し く覚 えて候 … … 」

とい わ れ て い る よ うに 、 誰 で も幼 少 の 頃 に は

母 を苦 しめ た想 い出 が必 ず あ る ものだ が 、斯 かる
かんが

折 に こ そ聖 人 は、 「一 代 聖 教 を検 え て一母 の 孝養

を仕 ら ん と存 じ候 間 」、法 華 経 を以 て 、今 は亡 き

母 の 菩 提 を ひ たす ら弔 わ ん とせ ら れ るの で あ っ

た 。

「悲母 の 恩 を報 ぜ ん が ため に 、此 の経 の 題

目 を一切 の 女 人 に 唱 え させ ん と願 す」

(千 日尼 御 前 御 返 事)

と い われ たの も、 同様 の 意 趣 を述 べ られ た も

の で あ る。

聖 人 こ そ悲 母 孝 養 の 第 一 人 者 で あ り、 ま た聖

人 ほ ど母 の恩 を深 く身 の 内 に感 得 した聖 者 も稀

れ で あ っ た ろ デ と思 わ れ る。

(5)高 等女子教育の根本理念

女子教育 も、高校 を経て短大 もしくは大学課

程 ともなれば、卆業後、本人が直 ちに家庭の人

となるかどうかは兎も角、修得 した教養が直 ぐ

に実生活へ結びつかねばならぬ必要 を感ずるに

(s2)
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違いない。高等教育で諸種の技術面が専門的に

採 り挙げられる所以であろう。この意味から、

高校以上特に大学課程の教育 というものは、技

術教育か ら進んで職業教育の傾向をかなり強 く

帯びることも、当然の帰結 といわなければなら

ない。

西欧の学問的態度には知識偏重の傾向がある

という非難 も、現代教育に当る者 としては甘受

せねばならぬ。知識に人格が伴わぬことは今 日

の通弊であろう。例 えば、考え方が抽象的に現

実から浮き上 り、そのままが直ちに実用化 され

ないのは悲劇だ。机上プランが徒 らに先行 し、

具体性が欠除されて来ると、算定 した通 りの結

論 も出て来ない。東洋の人々は日本人に限らず

知識は実生活の体験から帰納せ られ、容易に現

実から遊離することはなかった。対象の中に主

体が埋没 し、認識は常 に生活 と共にあったので

ある。真理 を肌合いで感 じ取る態度は、抽象的

に思惟 を行使する態度 とは逆のものである。学

科の成績がよくない子供は劣等児 どして扱われ

るが、しかしそれは生活から離れて思考が出来

ないという意味で、抽象的思惟が下手であると

いうだけである。直に頭脳が良 くないのとは意

味が違う筈のもので、こんな簡単 な事柄でさえ

兎角、謬 られているようである。

学校 での秀才は頭脳が優秀だとして尊ばれる

が、実社会へ出ての能力を見るとそれ程でない

場合が多い。生活を通 して物 を考え且つ行なう

という能力こそ重視さるべ きで、社会へ出てか

らの成績が学生時代のそれと大いに相違すると

いう事実 は、学校での採点が真の優劣を判定す

る基準 にならない ということを意味する。この

注意 さるべき事態は、女子 よりも男子の方に却

って顕著なものがあるか も知れない。比較 して

いえば、女性 は寧 ろ現実的であり、如何に理想

家 肌 の性 格 で も、 智 識 が実 生 活 を遊 離 して先 走

る とい う傾 向 は 、世 の 男 性 ほ どで な い か も知 れ

ぬ の で あ る。 この 辺 は女 性 の特 質 と見 られ るべ

き もの だ ろ う。 教 育 に当 っ て は よ くこの 特 長 を

生 か し、飽 くまで実 際 の 体 験 を豊 富 に築 き上 げ

て 、 自信 を以 て物 を処理 す る強 い性 格 を取 得 さ

せ た い もの で あ る。

しか し、女 性 の 欠 点 と もい うべ き もの は 、独

自の 思 想 を容 易 に持 と う と努 力 しな い こ とで あ

る。 他 人の 考 え を以 て 自分 の 考 え と し、 自身 だ

け の 思 想 を確 立 し得 な い。 こ れ は女 性 に 男性 依

存 の 本 能 が あ る か らだ と もい え る。 しか し、 そ

の た め に両 性 の調 和 が 取 れ て家 庭 生 活 が 円 滑 に

ゆ くと い う一 面 が あ るか も知 れぬ こ と を考 え る

と、 これ は一 概 に短 所 と見 る わ け に は ゆ か な い

か も知 れ な い。 夫 が 盗 人 で あ れ ば妻 も盗 人 で あ

れ と い っ た 日蓮 聖 人 の 訓 えか らい う と、 女 性 の

この傾 向 は生 か し方 に よ っ て長 所 とな る とこ ろ

の もの で あ ろ うか。 但 し、 好 き嫌 い の 感 情 を唯

一 の 尺 度 と して
、考 え る こ と をせ ず に感 じ取 る

とい う傾 向 は女 性 特 有 の もの で あ り、社 会 的 智

識 を吸収 して公 平 な立 場 で 物 をい う段 に な る と

こ れ で は最 早 い け な い 。 ま た覚 え た智 識 や 法 則

を公 式 の よ う に振 り廻 して 応 用 が きか な い とい

うの も困 る。 情 実 的 に は 融 通 無礙 で も、 知 能 的

に は不 円 融 その もの とい うの も頂 け な い。 しか

し、 この よ う な問 題 は 、 教 授 す る側 で工 夫 す る

よ り も、 本 人 の 心 掛 け 次 第 で ど うに で も な る こ

とで あ ろ う。

戦 後 は 、 法 律 上 の 男女 同 権 思 想 を履 き違 え て

靴 下 と対 抗 す る ほ ど強 くな っ た女 性 もい る そ う

だ が 、嬶 天 下 とい わ れ るア メ リカ で さ え も、女

性 優 先 は婦 人 を い た わ る意 味 か ら来 て い る こ と

で 、却 って 女性 を庇 護 す る思 想 だ と分 っ て見 れ

ば 、杓 子 定 規 の 悪 平 等 思 想 を、 両 性 の上 に ま で
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及 ぼ す べ きで は な い。 米 国 人 で も、 実 際 の 家 庭

生 活 は明 らか に 夫 唱 婦 随 で あ っ て 、 可 怪 し なテ

レビ演 劇 か ら想像 す る よ うな もの で は な い如 く

で あ る。・、

日蓮 聖 入 もいわ れた ように、女 人は物 に随 って物 を

随 えるとい う特 性 が あるの で、家庭 の 平 和 と人 間 の

幸 福 とは 、 女 性 自身 が こ の天 分 を よ く自覚 して

実 行 す るか 否 か に切 実 な 問 題 が係 っ て い るの だ

とい え る。 よ き妻 君 を得 た 主 人 は 出世 す る し、

よ き母 を得 た子 供 は立 派 に 成長 す る。 も し世 の

中 に不 良 児 の 如 き もの が あ れ ば 、 父 親 よ り も母

親 の方 に 原 因 が あ る とい わ れ て い る。 悪 業 の 因

縁 とい う こ とば が仏 教 に は あ るが 、 カ ル マ(業)

を背 負 う もの は主 と して 女 親 の 方 で あ る。 換 言

す れ ば 、 子 供 の性 格 的 欠 陥 は母 親 か ら遺 伝 す る

率 が 高 い とい うこ とが い え る よ う で あ る。 直 接

的 に 生 み 出 さ れ た もの と、 それ を産 み 出 した も

の との 先 天 的 関 係 が物 を い うの で あ ろ うか 。 問

題 の 親 は あ っ て も問 題 の 子 供 は な い と、 ニ イ ル

もい っ.てい る が 、特 に母 親 の 責 任 は重 大 で あ る

とい わ な け れ ば な ら な い。,

女 性 は 家 庭 に入っても入 らな くて も、男性 よ り常

に清 く正 しくあ らね ばな らぬ し、比 丘 尼 に課 せ られ

た五 百 戒 も教 団 の 御 都 合 主 義 とは無 関係 に 、 そ

れ だ けの 必 要 性 が あ っ た の か も知 れ な い と思 う。

そ の 意 味 で 、 人 間 完 成 を 目標 とす る高 等 女 子 教

育 に は極 め て 重 要 な意 義 が あ るべ き筈 で あ る。

そ の 具 体 的 方 法 と して 、道 徳 教 育 が しば しば 採

り挙 げ られ るが 、 本 学 園 の よ うに特 定 の 宗 派 に

所 属 した学 校 と して は 、倫 理 規 定 が 宗 教 々育 に

よ っ て裏 附 を与 え られ る こ と を要 す る。 最 後 に

宗 教 々育 の 問 題 の 一 端 に つ い て論 じてみ る こ と

に しよ う。

(6)道 徳 教 育 の 支 柱 と な るべ き宗 教 々 育 につ

い て

宗 教 は具 体 的 に 、宗 派 ・教 派 の 個 性 あ る信 仰

と切 り離 され て存 在 す る もの で は な い。 しか し

又 、信 仰 自体 に どの よ う な個 性 的 着 色 が あ ろ う

と も、 宗 教 心 そ の もの は常 に普 遍 的 な もの で 、

特 定 あ 信 者 が 独 占す べ き もの で は な い。 宗 教 的

心 理 の 成 長 を情 操 的 方 面 か ら考 察 して 見 る と、

高 等 教 育 とな っ て か ら宗 教 情 操 教 育 を施 行 し よ

う とい うの は 、 も う既 に手 遅 れ で あ る。

揺 藍 時 代 か らの宗 教 々育 は重 大 な もの で 、 別

に論 ずべ き もの だ か ら茲 に は採 り挙 げ な い こ と

に して 、特 色 あ る本 学 の 場 合 を少 し く考 察 して

見 る な らば 、本 学 園 は 日蓮 聖 人 の信 仰 に立 脚 し

た法 華 経 中心 の教 育 を建 学 の精 神 と して い る。

然 る に戦 後 は 、一 宗 一 派 に属 した信 仰 は学 校 で

取 扱 え な い 条項 が 出 来 て い る。 しか も信 教 の 自

由 とい う憲 法 の保 障 を楯 に して 、如 何 な る信 仰

も強 請 すべ きで な い し、 また 強要 さ るべ きで は

な い と して あ る。 か くの如 き制 約 を受 け な が ら

も、信 仰 は実 際 に個 性 的 な もの で あ る こ と を考

え る と きに 、 学 園 に於 け る宗 教 々 育 も理 想 的 成

果 を挙 げ る ため に は 、決 して容 易 な わ ざ で は な

い こ とが知 られ る。

最 近 、 よ く道 徳 教 育 が 問 題 とな る が 、 ア メ リ

カ の 占領 政 策 か ら誤 れ るデ モ クラシー が普 及 し、

伝 統 的 な倫 理 観 念 が喪 失 さ れ た今 日 として は、当

然 す ぎ る反 省 の 時 期 へ 直面 した と もい え る だ ろ

う。 しか し今 、茲 に い う宗 教 々 育 とは 、 更 ら に

次 元差 を持 っ た高 度 の教 育 理 念 だ と思 わ れ る。

青 少年 子 女 に 見 られ る道 徳 意 識 の 低 下 は、 主

と して 家族 制 度 が破 壤 され た こ とに起 因 す る と

見 て よ いだ ろ う。 倫 理 観 念 の 欠 除 は 、具 体 的 に
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は両親への不知恩 という貌で現われている。戦

勝国の政策が影響 を及ぼ したにしては、余 りに

犠牲が大 き過 ぎるという気がするが、直接的誘因

が 占領政策 にあったにしても、宗教心を失わし

めた唯物論思想がその背後 にあることも忘れて

はならぬ。現代人の教養は、すべて無神論的な

ものが根底になっている場合が多いようである。

このような現代 に有神論が復活 して常識化 した

としたら、世界の思想は根底か ら覆えって、病

・貧 ・争の現代苦が見事 に超剋 されるであろう

が、所詮、望んでも及ばぬユー トピアに過 ぎな

いともいえる。肉体の中に霊魂があ り、 しかも

三世に常恒 して、生命は永遠に不朽であると知

っただけで、人類の倫理観念は一変するに違い

ないだろう。

顧みて茲に到れば、近代的常識を転換して小

学校教育からや り直 さなければいけない。十数

年 も積聚 した常識 を、高等教育だけで一変させ

ることは不可能 な事である。最終段階だけで思

想の骨格 を変えしめることは出来ない相談だと

いわずばなるまい。 しかしながら教育は所詮、

人格教育 であることも事実だ。人格 と人格 とり

触れ合いによる感化が、子女の進路を大 きく換

えさせる可能性 も考慮に入れて よい。

道徳教育の教育課程 を作 ることは、制約の多

い宗教々育の場合に較べて、それ程むずか しく

ないであろう。宗教々育がその個性化 を避けて

普遍的な教科書 を作 ることになると、恐 らく前

例 もあるまいし、その可能性が極めて乏 しくな

る。何 となれば、宗教知識 を如何に導入しても

情操教育にはならないからで、 といって具体的

な行事を媒介 とすれば、宗教が個性化する惧れ

がある。

,この場合に如何にすべきかという問題が当然

次に提起 されなければならぬが、茲で重要なご

ど は 、宗 教 々育 を抽 象 的 に考 え過 ぎて は い け な

い と い う こ とで あ る。 信 仰 の形 式 は学 校 で 必 ず

しも教 え な け れ ば な らぬ と い う こ どは な いr。こ

の よ うな具 体 的 問 題 は 、必 要 に応 じて 各 家 庭 で

行 わ れ るべ き こ とで あ る。

学 園 に は 道 徳 教 育 と い う も の が取 り入 れ ら

れ て い る。 こ の 方 面 に宗 教 的 内 容 が 与 え ら れ

た と き に 、今 ま で の 道 徳 教 育 が 一 次 元 だ け 高

次 の もの とな り、 そ の ま.ま宗 教 々 育 に な る の

で は な い か と思 うが 、 こ れ は理 想論 に しか過 ぎ

ぎ な い もの で あ ろ う か。 や は りこの 問 題 も、 人

間 完 成 を 目ざ す 人格 的 陶 治 とい う一 課 題 を背 負

う限 り、机 上 で プ ラ ン を立 て る よ り も、 その 衝

に 当 る教 師 が 体 当 りで実 践 す る と ころ か ら、問

題 の解 答 が 与 え られ るか も知 れ な い の で あ る。

そ れ と もう一 つ 注 意 せ ね ば な らぬ こ とは 、従

来 の 仏 教 は そ の厭 世 観 を一 掃 し な けれ ば い け な

い とい う こ とで あ る。

い か な る宗 教 で も発 刺 と して 常 に新 生 命 を創

造 して い な け れ ば な らな い 。何 事 に も捉 わ れ た

が 最 後 で 、 真 の 生 命 は涸 渇 して し ま う。 しか し

異 端 は 固 よ り禁 止 さ れ て い る し、 ど こ ま で教 義

の変 更 が 許 さ れ るか 、 こ れ は甚 だ 難 しい問 題 と

い わ な け れ ば な らな い。 こ の と こ ろで 思 い 起 こ

す の は 、 い ず れ の宗 派 の元 祖 で も な け れ ば 末 流

で もな い と言 い切 っ た宗 祖 日蓮 聖 人の こ とば で

あ る。

今 日の 教養 は複 雑 で あ っ て、 経 典 と祖 書 の み

に よ って その 入 の処 世 観 が 培 わ れ る と い う こ と

は～ まず あ り得 な い 。 吸 収 した諸 智 識 を綜 合 し

て 見 れ ば く そ の分 量 に於 い て宗 祖 を遙 か に凌 駕

す るか も知 れ な い の だ。 現 代 と い う時 点 に立 っ

て 、 七 百 年 前 と相 違 した思 想 が 生 れ て 来 たか ら

と て 、敢 て不 思議 は な い で あ ろ う。 只 、 真 理 に

ど ご まで も忠 実 で あ ろ う と した正 直捨 方 便 の 法
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華経精神は、如何 に時代が変ろうとも忘れては

ならないものである。

道徳教育の背景 に宗教々育があるべきことを

於ね論述 したが最後に叙上の趣旨を要約 して結

論を提示 して置 きたい。

(7)結 語

高等女子教育 には、過去の経験から種々の具

体策が用意 されているでもあろう。抽象的に高

度の理念 を提示 されることは、実際家 である教

師にとって困惑を感ず ると同時に、また笑止の

沙汰であるかも知れない。 にも拘わらず叙上の

考察を敢て した所以のものは、宗教的信条 を建

学の精神 とする大学にも亦、何か一般 の大学 と

は相違 した指導理念の何物かがなければならぬ

という観 点のもとに、その由来するところを系

統的に明 らかにしたいと思 ったからに他ならな

い。 もとより自意識 を押 しつける気持は更 らに

ないし、以上の論攻 も自身の反省資料 として叙

べたものに過ぎないのである。

本論の要 旨は、一般道徳教育に対 して宗教情

操教育 を加味す るという一事 に尽 きるが、注意

すべき事柄 としては日本民族の伝統的女性観 と

それを仏教の立場で取 り入れた日蓮聖人の婦 人

観 を聚拠 として、 技術 教育 を媒 介 としつっも

全人格的 な教養 を育成することでなければなら

ないとい うことである。

実際に即 していえば、大学の卆業生は一般に

す ぐれた家庭の人であることが望 ましいが、 し
ド

か し理想的 には、実用向の主婦 を養成するだけ

であってはならないし、この要望に応 えるもの

が、道徳教育 を宗教々育 との融合から生まれ る

ものでなければならない。倖いに本学 にほその

当初から、既 に述べた如 き宗教的指導理念が与

えられているのである。教師がそれをどこまで

自覚 し、また実際にどのような貌で活用するか

ということが問題なのである。

今や全人格的教育によって 日本人の魂 を回復

せ しめ、宗教的高次の指導理念に基づいて高等

教育の進路 と運営に、慎重 な用意がなされなけ

ればならない。次代の子女 を育成す る世の母親

の使命に鑑みるならば、本学園の高等女子教育

が極めて重要意義を持 っものだ ということを認

めざるを得 ない。これを以て敢て 自誡のことば

となす所以である。(完)
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